
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

～ごあいさつ～  
新型コロナウイルスの収束が見えない状況でありますが、社会経済活動を維持しつつ 

感染拡大を防止するためにも、継続して感染予防に努めていただきますようお願い致し 

ます。さて今回のくらしの相談レポートは、活動のトピックスや 3 月議会において当初 

予算や議案について審議した主な内容を報告させていただきます。 

https://www.kabanet.org 
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更新中 

■令和４年３月定例会 

新型コロナウイルス感染症への経済対策やカーボンニュ

ートラルや中小製造業へのデジタル化支援など、７項目の

要望に対して市長からは前向きな回答をいただきました。

財政を確保しながら市民の皆様の安全安心に繋がる取組

となるよう期待します。 

令和４年度に向けた政策要望 
           市長からの回答 

地域行事および管内視察 

・小清水小学校 

放課後児童クラブ 

・鞍ヶ池公園 

乗客 5 人乗り電気自動車 

・上郷地域バス 

チョイソコにこにこバス 

・松平体育館 

屋根付き運動広場 

 

・超小型モビリティ用 

太陽光カーポート 

 

・新成人を 

祝う会 

 

・FC オフィスカー 

公用車利活用実証 

・国、県の施策との連携も含め、感染拡大防止対策及び 

ウィズコロナ、アフターコロナを踏まえ社会経済活動の

活性化やカーボンニュートラルおよびデジタル化推進に

必要な予算措置とした。 

・個人市民税は給与所得の減少から減額を見込むが、法人 

市民税は企業業績の変動などにより、令和４年度の市税 

全体では 167 億円の増額で 1,102 億円を見込む。 

■一般会計予算は総額 1,801 億円、昨年度と比較して３億円増（0.2％増） 歳入(収入)の特徴 

■支 出（目的別） 

歳出(支出)の特徴 

令和 4 年度 当初予算 

 

■収 入 

■活動のトピックス 

発行日：令和 4 年 4 月 22 日 

発行所：トヨタ自動車労働組合 
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  ◆ラリーを生かしたまちづくりの推進（3 億 3,360 万円） ◆スマート窓口の構築（6,270 万円） 

令和 4 年度 主な事業内容 

本市が運営主体となる令和 5 年から 

7 年の 3 年間の世界ラリー選手権を 

招致及び開催準備を推進。また旭高原 

元気村と三河湖周辺の観光資源再整備。 

 

市民の利便性と事務処理効率の向上を

図るため、転出入や転居の届出窓口に

おいてデジタル技術を活用した 

（仮称）窓口支援システムを構築。 

  ◆山村地域への移住・定住の促進（2,791 万円）    ◆ICT を活用した学習環境の整備（7 億 6,306 万円） 

空き家・空き地情報バンクの運用に加え、

空き家の片付けへの補助及び空き家を 

活用した起業支援等を引き続き実施する 

ほか、空き家改修の補助制度を拡充。 

児童生徒の更なる学力向上のため、 

タブレット端末を活用し、デジタルド

リル教材の導入による学習環境充実を

推進。 

◆中小企業のカーボンニュートラル促進(5 億 600 万円） ◆中小企業のデジタル化支援（3 億 300 万円） 

中小企業の再生可能エネルギー創出等

の設備導入経費への支援を実施。また

中小企業経営者向けの講座を開設する

ほか、新たに相談窓口を設置。 

製造業、建設業、運輸業の事業者が実施 

するデジタル機器等の導入を支援。 

新たに「ＤＸ推進プラットフォーム」を 

構築し、参画企業等への支援を拡充。 

一般質問 【テーマ】MaaS※1 の社会実装に向けた取組 

※1:MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、従来の交通手段・サービスに、自動運転や AI などのさまざまな 

テクノロジーを掛け合わせた、次世代の交通サービス。 ※2：デマンドバスとは、乗車に事前予約が必要となるバス。 

Q.質問 

先進技術を生かした円滑な移動支援 A.答弁 
通信インフラの運用とあわせて、 

公共施設などをフィールドとして活用し、国の

支援制度の活用も視野に入れながら、車両・ 

インフラ双方での実証を重ね、必要なデータ・ 

知見の収集に努めていく。 

A.答弁 上郷地域バスは利用者前年比で２割

増しとなったが、今後ＡＩによる予約混雑を解

消していく。地域資源マップは Google Map を

利用して社会参加となる目的地までのルート案

内を２地区で実証し、今後は各地区へ拡大予定。 

高齢者の外出機会の創出 

上郷地域バスはデマンドバス※2 に 

変更したが、利用状況はどのようか。また外出 

機会を伴走型支援として地域資源マップを整備

しているが進捗状況について問う。 

Q.質問 本市の自動運転の実装に向け、公共 

施設の敷地内での実証も含め、今後の産学官の 

連携など今から積極的な実証が必要と考える。 

今後の考えと取組について問う。 

■くらしの相談 

 
御幸本町６丁目において、側道から 

市道へ出るとき、右方向からの車が 

植栽の陰で確認し難いため、接触事故

につながる恐れがある。 

市の道路維持課で植栽を 
剪定と木の間引きにより、 
見通しが向上 

植栽の成長で丈が高く、また 
木が連なっている為、見通しが 
悪い状態 

相談内容 相談前 相談後 


